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平成３０年度 自己評価書  足立区立花畑小学校   学校長  本間 篤子 

 

１．総評 
 

(1) 年度初めの学校の状況 【学校の現状及び前年度の成果と課題】 

 １．学校の現状 

今年度創立118 年を迎える、歴史と伝統ある学校である。現在は特別支援学級１学級、通常学級 12 学級の編

成である。また昨年度から特別支援教室（のびのび）が開設した。 

児童ははつらつとしており、どんなことにも前向きに取り組んでいる。これまでの学習内容の確実な定着と、

学んだことを元にして更に難しいことや新しいことに挑戦する意欲を高めたい。心の育成では、優しく朗らかで

ある一方、すすんで挨拶することについては個人差がある。外遊びを好む児童が多く、休み時間にも校庭で元気

で遊んでいるが、体力面では投力に課題があり、昨年度から体育の授業等を中心に投力の向上に取り組んでいる。 

教職員は、日頃の情報交換や職員夕会、職員会議、生活指導全体会、特別支援委員会等の機会を活用し、児童

の実態把握と指導やかかわりの方向性を共有している。スクールカウンセラー（以下ＳＣ）、スクールソーシャ

ルワーカー（以下ＳＳＷ）、その他の職員がそれぞれ果たすべき役割を果たし、連携しながら児童を育成してい

る。 

保護者には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいている。学校評価に際しては、アンケート

を実施し、保護者にも文書で配布し教育活動の充実に生かすよう努めている。丸付けや図書のボランティア、校

外学習の際の付き添い、長期休業中のパトロール等についても年間を通して活動してくださっている。運動会で

の駐輪場の見守りや後片付け、年に１回の子どもまつり等の行事では、ＰＴＡが中心となって子供たちのために

汗を流している姿が見られている。 

地域は、二代、三代と続いて本校の卒業生である家庭もあり、古くから学校に愛着を感じ大切にしてくださっ

ている。開かれた学校づくり協議会の方々をはじめ、青少年委員、民生・児童委員、町会や自治会の方々からの

ご支援は熱く、朝の見守りや各種行事等を通して本校の児童と関わりながら健やかな成長を見守ってくださって

いる。放課後子ども教室、サタデーサークル、子どもまつり等では、地域、保護者、家庭の三者が協力して子供

の居場所、活躍の場を作っている。 

２．前年度の成果と課題 

学力向上において、教員の授業力向上、家庭学習習慣の確立、読書活動の充実の３つに取り組んだ。授業観察

については、教科指導専門員、主幹教諭、管理職等が計画的に進め当該教諭と成果や課題を共有することで、改

善の方向性が明確になった。基礎的・基本的な学力の定着が不十分であること、学んだことを活用して新しい学

びに向かう力の育成が課題である。家庭学習の習慣については、家庭学習の内容を工夫したり自己評価や家庭か

らのチェックを活用したりした。習慣が身についていない児童に対する働きかけ、家庭の協力の得方等が課題で

ある。読書活動については、図書支援員の配置により、図書ボランティアと協力して学校図書館の蔵書の整理等、

環境改善に大きな成果が見られた。 

規範意識の醸成については、全教職員の児童の実態把握と支援の方法の共有、道徳教育の充実、ＳＣやＳＳＷ

との連携に取り組んだ。日頃の情報交換や会議等における協議、アンケートの実施等により、児童の実態に基づ

いた指導を心がけた。「言われて守る」から「自分で考えて守る」児童の育成を目指している。道徳教育につい

ては、今年度からの教科化を見据え、課題解決型の道徳の授業を実施した。体験学習を取り入れた道徳の授業、

教科としての道徳の評価のあり方について、さらに教員全員で学び合っていく。ＳＣ、ＳＳＷからは、特別支援

委員会のメンバーとして専門的な見地からの意見を得るとともに、児童や保護者の面談の機会の設定、教員との

情報共有、児童及び保護者との望ましいかかわり方についての指導・助言を受けた。 
体力向上については、投力を伸ばすこと、生活習慣の改善、オリンピック・パラリンピック教育の推進に取り

組んだ。区の体力向上推進校として、本校の課題である投力に特化し体育の授業で様々な種目に取り組ませたり、
放課後子ども教室においても児童が楽しく投力を伸ばせるような活動を取り入れたりしていただいた結果、平均
して０．７ｍの伸びが見られた。生活習慣については、保護者会や学校保健委員会、各種おたよりでの啓発を図
ったが、就寝時刻については課題が残った。オリンピック・パラリンピック教育の推進では、全学級が関連した
授業を行うとともに、パラリンピアンの来校やマスコットの投票等で、関心の高まりが見られた。授業だけでな
く、休み時間や集会を活用した体力の向上、生活習慣の向上についての意識啓発を今後も進めていく。 

 
 

(2) 今年度の重点目標とそれに向けた取組の概要 

重点的な取組事項－１ 基礎学力の定着 
・授業力向上のために、高学年の一部教科担任制を導入し指導の専門性を高めた。また教科指導専門員、管理職、主幹教諭
等による授業観察及び指導を計画的に進めた。 
・家庭学習の習慣を確立させるために、家庭学習の内容と児童・保護者の意識を高める工夫を行った。 
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・読書活動の充実のために、読書カードの活用、図書ボランティアや本校の教員による読み聞かせ、図書委員会児童、図書
支援員、図書ボランティアによる学校図書館の整備を行った。 
重点的な取組事項－２ 自ら正しく判断し、行動する心の育成 
・児童の実態把握と適切な指導について、日頃から児童の情報及び指導を教員間で共有した。また特別支援委員会、いじめ
対策委員会の定期的な開催、ＱＵやいじめの調査の活用も図った。 
・道徳教育の充実のために、道徳推進教師による評価等も含めた研修会を実施した。小中連携研修会においても、道徳の教
科化について講師を招き教員の理解を深めた。 
・特別支援コーディネーター、ＳＣ，ＳＳＷと連携し、特別支援委員会、生活指導部会において情報を共有したりアドバイ
スを受けたりし、児童・保護者に対し多面的にアプローチした。 
重点的な取組事項－３ 体力向上 
・前年度の計画の見直しと改善を図り、投力向上に向けて全校で取り組んだ。放課後子ども教室においても、投力を向上さ
せる遊びを取り入れた。 
・生活習慣を改善させるために、授業や集会、保健だよりや給食だより等において健康に関連した話題を計画的に取り入れ
た。また学校医やＮＰＯ法人と連携した授業、研修会を実施した。 
・オリンピック・パラリンピック教育の推進に向けて、関連した授業、コーナーの設置を行った。 

 
 

(3) 今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

重点的な取組事項－１ 基礎学力の定着 
・朝学習、放課後と長期休業期間中の補充指導を計画的に行った。前学年の診断テストや定着度確認テストの結果を見ると、
約８割の児童の国語と算数の既習事項が定着した。 
・家庭学習習慣については、２割の児童について不十分であった。 
・授業力向上については、校内の研究テーマを「足立スタンダード」と関連付け、課題解決型の授業を教員全員が習得でき
るようにした。 
・読書活動や新聞を使った学習については、各学級での取組が定着した。 
・これらの取組の精度を上げるために、児童のつまずきの明確化と適切な補充指導、「足立スタンダード」の徹底が必要であ
る。 
重点的な取組事項－２ 自ら正しく判断し、行動する心の育成 
・週１回の生活指導夕会、特別支援委員会、いじめ対策委員会等を通して、教員間の情報と指導の在り方の共通理解を図っ
た。またＳＣやＳＳＷとも連携し、専門的な見地からのアドバイスを受けたり、児童や家庭への働きかけを依頼したりする
ことができた。ＱＵ調査や個別指導計画等をさらに活用し、児童理解を進めていく。そのことが不登校対策にもつながると
考える。 
・道徳の教科化に伴い、評価の在り方をはじめとした校内研修を実施した。児童に考えさせる道徳の授業ができるよう、さ
らに研修を深める。 
重点的な取組事項－３ 体力向上 
・運動能力の中でも課題である投力の向上に向けて、前年度の計画を改善し、全学級で体育の時間を中心に取り組んだ。結
果として、全校平均で0.8メートルの伸びとなった。 
・生活習慣を改善するために、朝会や発育測定における講話、保健だよりや給食だよりを通した啓発を行ったが、早寝早起
きの習慣化については改善に至っていない。保健師による授業、ＮＰＯ法人を招いての健康に関する研修会は行うことがで
きた。 
・オリンピック・パラリンピック教育については、関連した授業を計画的に行った。今後はボランティアマインド、障害者
理解につながる取組を進める。 

 
 

(4) 保護者や地域へのメッセージ 

 日頃から本校の教育活動に対するご理解とご支援をありがとうございます。 

 今年度の成果と課題を教職員全員で共有し、次年度さらに教育活動が充実するよう努めてまいります。引き続きのご協力

をよろしくお願いいたします。 
 

２．平成３０年度の重点的な取組事項   

＜達成度 ◎:十分に達成    ○:おおむね達成    △:達成せず    ●:課題が残る＞ 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上 

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

 
既習の学習内容の定着 
 

全学年平均８
割以上 

全学年平均して、国語・算数
ともに８割以上の通過率と
なった。 

学年、学級による差を、今
後は解消する。 

〇 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

赤枠内については、学校経営計画「Ｄ 今

年度の目標実現に向けた取組み」の行を転

記してください。 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

 
 
 
 

     

重点的な取組事項－２  自ら正しく判断し、行動する心の育成 

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

善悪の判断を自ら行い、その判
断に基づいて行動する心を養
う 
 
 
 

「花畑小学校」
のきまりの項
目を守る児童
を８割以上に
する 

全ての項目を平均すると、7
割の達成率にとどまった。 

ほとんどの児童ができて
いる項目もあった。今後は
重点項目を絞った指導が
効果的であると思われる。 

△ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

児童の実態把握
と適切な指導に
ついての共有 
 

いじめの解消
率１００％ 

・生活指導夕会、生活指
導全体会における情報
と指導の共有 
・特別支援委員会、いじ
め対策委員会の設置
と活用 

・ＱＵ調査、区調査等の
活用による児童理解 

１００％に近い解消率
となったが、全件の解消
には至らなかった。 
・情報及び指導の共有は
生活指導夕会、生活指導
全体会を通して実施で
きた。 
・各種調査については、
さらに早めの分析と分
析結果をもとにした活
用が必要であった。 

・情報共有や対応
策はできている。
未然防止策を充
実させる。 
・学級の安定は児
童の学力や心の
育成に大きく関
わるものである。
早期に分析し活
用していく。 

 

 

△ 

道徳教育の充実 
 

問題解決型、保
護者や地域と
連携した道徳
の授業の全ク
ラス実施 

・道徳推進教師による校
内研修会年４回 

・問題解決型、地域や保
護者とのＴ・Ｔによる
道徳の授業の実施と
公開 

道徳の授業の工夫は今
一つであった。 
・評価の在り方や記述の
仕方をテーマに、研修会
を実施した。 
・問題解決型、保護者を
Ｔ・Ｔとした授業は全学
級では実施できなかっ
た。 

・道徳に関する研
修会は、計画通り
に実施できた。 
・教師それぞれが
工夫して道徳の
授業を行ったが、
今後は外部人材
も活用する。 

 

 

〇 

特別支援コーデ
ィネーター、Ｓ
Ｃ，ＳＳＷとの連
携 
 

特別支援コー
ディネーター、
ＳＣ，ＳＳＷに
よる校内研修
会の年３回実
施 

・保護者、児童との面談
の設定 

・特別支援委員会、生活
指導部会の一員とし
て、専門的な立場から
の指導・助言 

特別支援コーディネー
ター、外部講師を招いた
研修会を、3 回実施し
た。 
・ＳＣと保護者、児童と
の面談を継続して行っ
た。 
・専門的な見地からのア
ドバイスを、特別支援委
員会において受けるこ
とができた。 

来年度も、特別支
援教育に関する
研修を継続して
行う。また保護者
の理解をさらに
深める機会を増
やしていく。 

 

〇 

重点的な取組事項－３ 体力向上 

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

健康や運動について関心をも
たせるとともに、運動能力調査
の結果を向上させる 

運動能力調査に
おいて、投力の
結果を全校平均
１メートル伸ば
す。 

全校平均で 0.86 メートルの
伸びとなった。 

授業や休み時間において、
更に取組を充実させてい
く。 

△ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

別紙「平成３０年度学力向上アクションプラン」評価シート参照 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

投力を伸ばすた
めの全学年の取
組の推進 
 

年２回の投力
調査において、
２回目の結果
を平均で１メ
ートル以上伸
ばす 

・前年度の計画の見直し
と改善。全体計画の改
訂版を作成し、体育の
授業、休み時間、体育
朝会における発達段
階に応じた取組の展
開 

・放課後子ども教室との
連携による取組の強
化 

・学年により伸びに差が
出ている。 
・投力に関する取組を改
善し、全学級で授業を中
心として取り組んだ。 
・放課後子ども教室にお
いても、投力を楽しみな
がら伸ばす取組を行っ
た。 

・今年度成果が上
がった取組を改
善し、継続して行
う。 
・子ども教室の協
力は、非常にあり
がたい。楽しみな
がら取り組んで
いた。 

 

 

 

△ 

生活習慣の改善 
 
 
 
 
 
 
 

年３回の「生活
しらべ表」の結
果、よい結果を
平 均 し て ８
５％以上にす
る。 

・授業や学級の朝の会、
全校朝会や発育測定
等における、計画的な
保健指導 

・学校医を講師とした学
校保健委員会や薬剤
師による喫煙防止教
育の授業などの、外部
と連携した保健指導 

・保護者会、ＰＴＡ常任
委員会、保健だより、
給食だより等による、
児童の健康について
の保護者の啓発 

・直近の「生活しらべ表」
の集計結果によると、良
い結果の人数の割合は、
約78.6％であった。         
・全校朝会や発育測定に
おいて、健康をテーマと
した話題を計画的に取
り上げた。 
・保健師と連携した授
業、ＮＰＯ法人による研
修会を行うことができ
た。 
・保護者会やＰＴＡ常任
委員会、各種おたよりを
通して、保護者の啓発を
行った。 

・健康をテーマと
した講話、外部機
関と連携した授
業や研修会、保健
だより等の発行
は計画通りに実
施できた。 
・児童や保護者の
健康に対する意
識をさらに高め
る働きかけを充
実させる。 

 

 

〇 

オリンピック・パ
ラリンピック教
育の推進 
 

オ リ ン ピ ッ
ク・パラリンピ
ックをテーマ
とした学習の、
各学級年３回
以上の実施 

・全体計画に基づいたオ
リンピック・パラリン
ピックに関連する授
業の実施 

・体育委員会や各学年の
掲示物を活用した、オ
リンピック・パラリン
ピックコーナーの設
置 

・全学級で、オリンピッ
ク・パラリンピックに関
連した授業を行った。 
・コーナーを設置し、児
童の興味・関心を高める
工夫をした。 
・ボランティア精神、障
害者理解についての取
組の充実を図る。 

・オリンピック・
パラリンピック
関連の授業とコ
ーナーの設置を
来年度も行う。 
・ボランティア精
神、国際理解、障
害者理解等につ
ながる取組をし
ていく。 

 

 

〇 

 

３．学校活動全般について 
 

児童の心身の成長のために、全教職員で教育活動の充実に力を注いできた。今年度の成果を共有し、

課題を真摯に受け止め来年度さらにより良い学校づくりに取り組んでいきたい。 


